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小
泉
仰
教
授
年
譜
（
一
九
二
七
・
二
・
十
四
・—
）
一
九
二
七
年
二
月
十
四
日
小
泉
洽
・
ひ
さ
の
次
男
と
し
て
東
京
市
渋
谷
区
鴬
谷
町
に
生
ま
れ
る
一
九
三
三
年
四
月
東
京
市
渋
谷
区
立
猿
楽
小
学
校
に
入
学
一
九
三
九
年
三
月
同
校
卒
業
一
九
三
九
年
四
月
青
山
学
院
中
等
部
入
学
一
九
四
四
年
三
月
同
校
中
等
部
卒
業
一
九
四
四
年
四
月
官
立
横
浜
工
業
専
門
学
校
電
気
化
学
科
入
学
一
九
四
七
年
三
月
同
校
卒
業
、
横
浜
工
業
専
門
学
校
は
こ
の
年
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
に
昇
格
一
九
四
七
年
四
月
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
電
気
科
研
究
助
手
一
九
四
八
年
三
月
同
大
学
研
究
助
手
退
任
一
九
四
八
年
九
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
哲
学
科
倫
理
学
専
攻（
旧
制
）入
学
一
九
四
九
年
十
二
月
日
本
基
督
教
団
中
渋
谷
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
お
い
て
故
山
本
茂
男
牧
師
に
よ
り
受
洗
一
九
五
○
年
九
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部（
旧
制
）卒
業
一
九
五
○
年
十
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
旧
制
大
学
院
哲
学
専
攻
入
学
、
日
本
倫
理
学
会
入
会
文
部
省
前
期
特
別
研
究
生
就
任
本
橋
和
子
と
結
婚
文
部
省
後
期
特
別
研
究
生
終
了
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
大
学
院（
旧
制
）退
学
一
九
五
八
年
二
月
二
日
長
男
徹
生
ま
れ
る
一
九
五
八
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
助
手（
日
吉
所
属
）に
就
任
し
倫
理
学
担
当
一
九
五
三
年
四
月
—
一
九
五
六
年
三
月
一
九
五
六
年
四
月
四
日
一
九
五
六
年
四
月
—
一
九
五
八
年
三
月
一
九
五
九
年
六
月
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
入
会
上
記
助
手
職
を
休
職
し
、Fulbright Travel G
rant
と
 D
ew
ey Society Scholarship 
を
受
け
て
、In-
diana U
niversity International Center 
に
て
 o
ri-
entation 
に
参
加
R
ackham
 H
ouse of G
raduate Studies, U
niver-
sity of M
ichigan 
の
哲
学
科
修
士
課
程
を
終
了
し
、
M
aster of A
rts （Philosophy
） 
を
受
け
る
。
こ
の
頃
、
第
一
に
二
十
世
紀
英
米
倫
理
学
の
研
究
、
第
二
に
十
九
世
紀
英
米
倫
理
思
想
と
日
本
の
思
想
家
と
の
影
響
関
係
の
研
究
、
第
三
に
社
会
調
査
法
に
よ
る
現
代
日
本
人
の
倫
理
思
想
の
調
査
研
究
、
第
四
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
を
本
格
的
に
志
す
M
rs. R
oberta D
ew
ey 
の
招
待
を
受
け
て
 Penn-
sylvania 
の
 Pittsburg 
近
郊
 N
ew
 A
lexandria 
に
あ
る
デ
ユ
ー
イ
夫
人
の
別
荘
に
宿
泊
し
、
第
二
次
大
戦
前
後
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ユ
ー
イ
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
夫
人
よ
り
話
を
聞
き
、
ま
た
デ
ユ
ー
イ
の
m
an
u
scripts 
を
見
る
R
ockefeller Foundation Fellow
ship 
を
受
け
て
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
付
属
 Institute for Survey R
e-
se
a
rch 
に
て
 D
r. A
rgus C
am
bell, D
r. R
obert
K
ahn 
の
指
導
の
下
に
社
会
調
査
法
を
学
ぶ
一
九
六
一
年
七
月
三
十
一
日
帰
国
し
て
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
助
手
に
復
職
一
九
六
一
年
九
月
八
日
次
男
美
雄
生
ま
れ
る
一
九
六
二
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
専
任
講
師
倫
理
学
担
当
一
九
六
四
年
四
月
同
大
学
同
学
部
助
教
授
就
任
一
九
六
四
年
六
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
社
会
心
理
学
教
授
佐
野
勝
男
氏
の
社
会
調
査
研
究
会
に
参
加
し
、
以
後
十
年
K
K
間
本
田
モ
ー
タ
ー
ズ
、
野
村
証
券
 
 
の
モ
ラ
ー
S
C
T
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
に
従
事
し
、
 
 
 
調
査
法
を
一
九
五
九
年
七
月
四
日
—
一
九
五
九
年
八
月
三
十
一
日
一
九
五
九
年
九
月
—
一
九
六
○
年
八
月
一
九
六
○
年
八
月
十
九
日
—
九
月
一
日
一
九
六
○
年
九
月
一
日
—
一
九
六
一
年
七
月
四
日
5
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習
得
一
九
六
五
年
五
月
浄
土
宗
増
上
寺
付
属
三
康
文
化
研
究
所
に
お
い
て
同
研
究
所
員
で
早
稲
田
大
学
の
峰
島
旭
雄
氏
と
共
に
明
治
思
想
史
研
究
会（
後
改
称
し
て
比
較
思
想
研
究
会
と
す
）を
開
き
、
西
周
の
研
究
を
始
め
る
。
後
に
こ
の
会
に
大
正
大
学
の
故
臼
木
淑
夫
氏
、
早
稲
田
大
学
の
小
山
宙
丸
氏
、
亜
細
亜
大
学
の
中
里
良
男
氏
、
芝
浦
工
業
大
学
の
伊
藤
友
信
氏
が
加
わ
り
、
今
日
も
継
 
続
し
て
近
代
日
本
に
お
け
る
比
較
思
想
史
を
研
究
す
一
九
六
七
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
助
教
授（
日
吉
所
属
）か
ら
文
学
部
倫
理
学
専
攻
助
教
授（
三
田
所
属
）へ
移
籍
さ
れ
る
一
九
六
九
年
一
月
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
の
援
助
の
下
に
上
智
大
学
神
学
部
の
聖
書
学
者 K
arl W
alkenhorst
教
授
の
指
導
で
ヘ
ブ
ル
語
研
究
会
に
参
加
し
ヘ
ブ
ル
語
に
よ
る
旧
約
聖
書
研
究
を
始
め
る
。
参
加
者
は
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
兼
言
語
文
化
研
究
所
副
所
長
松
本
正
夫
氏
、
言
語
文
化
研
究
所
員
牛
田
徳
子
氏
、 
慶
応
義
塾
大
学
の
湯
川
武
氏
、
片
桐
典
子
氏
、
武
蔵
工
業
大
学
の
多
井
一
雄
氏
、
後
に
東
京
神
学
大
学
の
大
住
雄
一
氏
そ
の
他
が
加
わ
る
。
会
員
に
途
中
変
動
が
あ
っ
た
が
、
今
日
も
研
究
会
は
続
行
さ
れ
て
い
る
一
九
六
九
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
倫
理
学
専
攻
教
授
就
任
一
九
七
○
年
四
月
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
に
就
任
一
九
七
○
年
五
月
K
arl W
alkenhorst 
教
授
指
導
下
の
ヘ
ブ
ル
語
研
究
会
に
お
い
て
シ
リ
ア
語
を
学
び
始
め
る
一
九
七
○
年
七
月
N
H
K
 
 
 
第
二
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
世
界
の
教
育:
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
討
論
参
加
一
九
七
一
年
十
二
月
二
日
父
洽
死
す
。
享
年
七
十
七
歳
一
九
七
三
年
十
月
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
常
任
理
事
就
任
一
九
七
四
年
十
一
月
十
七
日
慶
応
義
塾
・
中
津
市
共
催
の
福
沢
諭
吉
先
生
記
念
講
演
会
に
出
席
し
「
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
」
を
講
演
す
一
九
七
六
年
三
月
二
十
六
日
実
践
女
子
大
学
の
新
田
大
作
教
授
を
主
査
と
し
て
哲
学
交
渉
史
研
究
会
に
参
加
し
一
九
八
六
年
二
月
ま
で
の
十
年
間
、
文
部
省
科
学
研
究
費
の
援
助
を
受
け
て
中
国
、
欧
米
、
日
本
の
哲
学
思
想
交
渉
史
の
研
究
に
従
事
一
九
七
六
年
六
月
五
日
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
設
立
総
会
に
参
画
し
、
同
学
会
常
任
理
事
に
就
任
し
、
学
会
誌
編
集
委
員
長
に
就
任
一
九
七
八
年
十
月
十
七
日
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
例
会
講
演
会
に
出
席
し
「
明
治
啓
蒙
思
想
家
と
日
本
の
近
代
化—
—
西
洋
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
講
演
N
H
K
 
 
 
放
送
文
化
基
金
の
援
助
を
受
け
て
「
道
徳
番
組
改
善
の
た
め
の
児
童
、
生
徒
の
価
値
意
識
調
査
」
の
会
を
主
査
と
し
て
組
織
し
、
調
査
に
従
N
H
K
事
、
 
 
 
に
対
し
て
報
告
書
三
点
を
提
出
す
一
九
七
八
年
四
月
九
日
日
本
基
督
教
団
中
渋
谷
教
会
長
老
就
任
一
九
七
八
年
十
月
二
十
七
日
東
京
都
港
区
成
人
大
学
公
開
講
座
に
て
「
現
代
に
生
き
る
子
供
た
ち
」
を
講
演
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
特
別
研
究
員
と
な
る「児
童
、
生
徒
の
価
値
意
識
調
査
研
究（
小
泉
主
査
）」 
に
対
し
て
慶
応
義
塾
福
澤
基
金
の
研
究
補
助
金
を
受
け
て
、
研
究
を
続
行
N
H
K
 
 
 
総
合
テ
レ
ビ
で
「
子
ど
も
は
今
何
を
求
め
て
い
る
か
」
に
出
演
し
報
告
・
討
論
に
参
加
八
王
子
大
学
共
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
「
明
治
思
想
家
は
ど
こ
ま
で
西
洋
哲
学
を
理
解
し
た
か
」
を
一
九
七
七
年
四
月
—
一
九
七
九
年
三
月
一
九
七
九
年
四
月
—
一
九
八
一
年
三
月
一
九
七
九
年
四
月
—
一
九
八
○
年
三
月
一
九
七
九
年
五
月
五
日
一
九
七
九
年
五
月
二
十
五
日
—
二
十
七
日
13
担
当
一
九
七
九
年
十
月
十
八
日
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会
に
出
席
し
「
大
西
祝—
—
良
心
論
の
独
自
性
」
を
講
演
一
九
七
九
年
十
月
二
十
五
日
聖
泉
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
科
主
催
講
演
会
に
出
席
し
、「
エ
レ
ミ
ヤ
と
内
村
鑑
三
」
を
講
演
一
九
七
九
年
十
月
二
十
七
日
東
京
プ
レ
ス
・
セ
ン
タ
ー
に
て
放
送
文
化
基
金
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
に
出
席
し
「
現
代
子
供
の
価
値
意
識
」 
を
講
演
「
児
童
、
生
徒
の
価
値
意
識
研
究
」
に
対
し
て
慶
應
義
塾
福
澤
基
金
よ
り
援
助
を
う
け
て
研
究
を
続
行上
智
大
学
神
学
部
の
 K
arl W
alkenhorst 
教
授
の
ア
ラ
ム
語
研
究
講
座
に
参
加
し
、
ダ
ニ
エ
ル
書
二
章
よ
り
七
章
ま
で
を
読
了
一
九
八
○
年
五
月
十
三
日
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
研
究
所
例
会
講
演
会
に
出
席
し
、「
子
供
の
価
値
意
識
」
を
講
演
一
九
八
一
年
九
月
二
十
六
日
交
詢
社
に
て
福
沢
諭
吉
協
会
講
演
会
で
講
演
「
福
沢
諭
吉
と
仏
教
」
を
行
う
一
九
八
一
年
十
一
月
二
十
日
哲
学
交
渉
史
研
究
会
公
開
講
演
会
に
お
い
て
「
西
周
に
お
け
る
統
一
科
学
の
発
想
と
人
間
性
論
の
形
成
」 
を
講
演
一
九
八
一
年
十
一
月
二
十
四
日
P
T
A
神
奈
川
県
横
浜
市
汲
澤
高
等
学
校
 
 
 
公
開
講
演
会
に
お
い
て
「
孤
立
状
況
と
パ
チ
ン
コ
型
人
間
の
出
現
」
を
講
演
一
九
八
二
年
九
月
二
十
五
日
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
お
い
て
公
開
講
演
会
「
現
代
子
供
の
価
値
意
識—
—
子
供
の
孤
立
意
識
」 
を
講
演
一
九
八
三
年
二
月
八
日
厚
生
省
生
命
審
議
会
に
お
い
て
「
生
命
観
の
変
革
を
求
め
て
」
な
る
講
演
を
行
う
一
九
八
三
年
九
月
慶
応
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
就
任
一
九
八
三
年
十
二
月
青
山
学
院
大
学
教
授
坂
本
百
大
氏
を
主
査
と
す
る
生
命
倫
理
研
究
会
で
文
部
省
科
学
研
究
費
の
援
助
を
受
け
て
共
同
研
究
を
行
う
一
九
八
四
年
一
月
十
日
慶
應
義
塾
福
沢
諭
吉
先
生
生
誕
記
念
会
で
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
徳
育
思
想
の
特
質
」
を
講
演
八
王
子
大
学
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
特
別
講
義
「
罪
と
救
い—
—
エ
レ
ミ
ヤ
と
現
代
」
を
講
演
新
宿
朝
日
カ
ル
チ
ュ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
西
洋
哲
学
史—
—
ミ
ル
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
」 
を
特
別
講
義
す
一
九
八
四
年
十
月
日
本
倫
理
学
会
評
議
員
就
任
一
九
八
四
年
十
月
十
九
日
福
沢
諭
吉
生
誕
百
五
十
年
記
念
福
沢
諭
吉
展
覧
会
の
運
営
委
員
と
な
り
、
且
つ
日
本
橋
三
越
本
店
の
小
講
演
会
で
「
福
沢
諭
吉
と
仏
教
」
を
講
演
一
九
八
五
年
四
月
一
日
日
本
倫
理
学
会
事
務
局
を
慶
応
義
塾
大
学
倫
理
学
研
究
室
に
置
く
。
同
学
会
臨
時
常
任
理
事
代
行
を
務
め
る
一
九
八
五
年
四
月
四
日
福
沢
諭
吉
生
誕
百
五
十
年
記
念
福
沢
諭
吉
展
覧
会
の
三
越
横
浜
店
開
催
に
際
し
て
テ
イ
ー
チ
・
イ
ン
講
演
会
で
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
抵
抗
精
神
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
講
演
一
九
八
五
年
六
月
比
較
思
想
学
会
理
事
就
任
一
九
八
五
年
七
月
麗
澤
大
学
モ
ラ
ロ
ロ
ジ
研
究
所
主
催
の
道
徳
教
育
国
際
会
議
運
営
委
員
を
引
き
受
け
る
一
九
八
六
年
四
月
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
編
集
委
員
長
を
辞
任
し
、
同
学
会
関
東
部
会
主
催
校
事
務
を
引
き
受
け
る
一
九
八
七
年
四
月
慶
応
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
就
任
一
九
八
七
年
八
月
二
十
五
日
麗
澤
大
学
モ
ラ
ロ
ロ
ジ（
後
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
改
称
）
研
究
所
主
催
の
国
際
会
議
に
運
営
委
員
且
つ
報
告
者
と
し
て
参
加
し
、「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
精
神
状
況
の
一
側
面
と
父
母
の
役
割
」
を
報
告
一
九
八
八
年
二
月
十
日
麗
澤
大
学
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
に
お
い
て
「
孤
立
一
九
八
○
年
四
月
—
一
九
八
一
年
三
月
一
九
八
○
年
五
月
九
日
—
一
九
八
一
年
一
月
三
十
日
一
九
八
四
年
一
月
十
四
日
—
十
五
日
一
九
八
四
年
二
月
二
十
九
日
三
月
十
四
日
三
月
二
十
九
日
小 泉 仰 教 授 年 譜
14
型
社
会
と
道
徳
教
育
」
を
講
演
D
ow
ning College, Cam
bridge U
niversity 
の
慶
応
訪
問
研
究
員
と
し
て
研
究
に
従
事
四
月
二
十
七
日
母
ひ
さ
死
す
。
享
年
九
十
一
歳
五
月
十
日
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
東
洋
学
部
日
本
学
専
攻
で
“Christianity  and  the  early  M
eiji  Japanese
Thinkers” 
を
講
演
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
運
営
委
員
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
退
任
文
部
省
「
倫
理
」
改
善
評
議
会
委
員
福
沢
諭
吉
協
会
主
催
五
回
講
座
「『
福
翁
百
話
』
を
読
む
」
を
特
別
講
義
一
九
九
○
年
一
月
二
十
三
日
慶
応
倶
楽
部
に
招
か
れ
交
詢
社
に
て
「
福
沢
諭
吉
と
宗
教
」
を
講
演
一
九
九
○
年
五
月
十
六
日
小
泉
信
三
記
念
講
座
講
演
会
に
て
「
福
沢
諭
吉
の
学
問
論
」
を
講
演
一
九
九
○
年
六
月
二
十
八
日
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
講
演
会
で
「
二
つ
の
比
較
文
明
論—
—
『
文
明
論
之
概
略
』
と
『
東
西
文
明
之
調
和
』」
な
る
講
演
を
行
う
一
九
九
○
年
三
月
八
日
慶
応
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
主
論
文
『
西
周
と
欧
米
思
想
と
の
出
会
い
』
及
び
副
論
文
『
ミ
ル
の
世
界
』
と
「
福
澤
諭
吉
と
仏
教—
—
『
福
翁
百
話
』
を
中
心
と
し
て
」
に
対
し
て
文
学
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
一
九
九
○
年
四
月
東
洋
大
学
井
上
圓
了
記
念
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
放
送
大
学
特
別
講
義
と
し
て
「
福
沢
諭
吉
の
学
問
一
九
八
八
年
三
月
—
一
九
八
八
年
七
月
一
九
八
八
年
四
月
—
一
九
九
一
年
三
月
一
九
八
八
年
十
月
一
九
八
八
年
十
二
月
—
一
九
八
九
年
七
月
一
九
八
九
年
四
月
八
日
五
月
六
日
六
月
十
七
日
七
月
八
日
一
九
九
○
年
十
二
月
論
」
を
ラ
ジ
オ
番
組
と
し
て
放
送
す
一
九
九
一
年
三
月
二
十
六
日
三
田
教
育
会
に
招
か
れ
「
福
沢
諭
吉
と
教
育
勅
語
」 
を
講
演
一
九
九
一
年
三
月
三
十
一
日
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
倫
理
学
専
攻
教
授
並
び
に
文
学
研
究
科
委
員
退
任
一
九
九
一
年
四
月
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社
会
科
学
科
及
び
大
学
院
比
較
文
化
科
教
授
就
任
一
九
九
二
年
三
月
同
大
学
教
授
退
任
一
九
九
二
年
四
月
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社
会
科
学
科
及
び
大
学
院
比
較
文
化
科
特
任
教
授
就
任
一
九
九
二
年
四
月
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
長
就
任
一
九
九
二
年
五
月
二
十
二
日
清
里
清
泉
寮
に
お
い
て
行
わ
れ
た
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社
会
科
学
科
 Freshm
an Retreat 
で
「
学
ぶ
こ
と
・
読
書
・
人
と
の
出
会
い
」
を
講
演
一
九
九
二
年
七
月
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
倫
理
委
員
会
特
別
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
N
H
K
 
 
 
ラ
ジ
オ
三
十
分
番
組
「
宗
教
の
時
間
」
に
お
い
て
「
福
沢
諭
吉
と
仏
教
」
を
放
送
日
本
学
術
振
興
会
及
び
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
の
招
請
に
よ
り
中
国
に
出
張
し
、
論
文
博
士
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
講
演
を
行
う
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
で
「
福
沢
諭
吉
の
文
明
選
択
の
論
理
」
の
講
演
を
行
う
山
東
省
青
島
大
学
日
本
語
科
に
て
講
演
「『
丁
丑
公
論
』
と
『
瘠
我
慢
の
説
』
に
現
れ
た
福
沢
諭
吉
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
行
う
北
京
大
学
名
誉
教
授
周
一
良
氏
及
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
所
長
黄
心
川
氏
と
日
中
思
想
の
比
較
に
つ
い
て
質
疑
を
行
う
。
一
九
九
三
年
一
月—
八
月
功
利
主
義
国
際
会
議
開
催
の
た
め
の
運
営
委
員
と
し
て
主
催
者
一
橋
大
学
教
授
永
井
義
雄
氏
に
協
力
す
—
一
九
九
四
年
十
二
月
一
九
九
二
年
十
一
月
八
日
十
一
月
十
四
日
一
九
九
二
年
十
二
月
十
八
日
—
十
二
月
二
十
八
日
十
二
月
二
十
一
日
十
二
月
二
十
三
日
十
二
月
二
十
六
日
15
一
九
九
三
年
五
月
三
日
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
講
演
会
で
「
ミ
ル
と
西
周
」
を
講
演
日
本
学
術
振
興
会
及
び
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
の
招
請
に
よ
り
中
国
に
出
張
し
論
文
博
士
指
導
を
行
う
六
月
二
十
五
日
中
国
社
会
科
学
院
研
究
生
院
に
て
発
題
「
中
国
文
化
と
日
本
文
化
の
交
流
と
比
較
」
を
報
告
し
質
疑
を
行
う
六
月
二
十
八
日
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
で
講
演
「
荻
生
徂
J
S
徠
、
 
・
 
・
ミ
ル
、
西
周
」
を
行
う
六
月
二
十
九
日
河
北
省
保
定
市
河
北
大
学
に
て
「
西
洋
文
明
と
明
治
思
想
家—
—
福
沢
諭
吉
と
西
周
」
の
講
演
を
行
い
、
さ
ら
に
同
日
夜
、
同
大
学
日
本
研
究
所
の
孫
机
中
氏
ら
と
会
談
す
。
The European Society for A
sian Philosophy 
主
催
の
 U
niversity of N
ottingham
 
で
開
催
さ
れ
た
International Conference on M
orals and Soci-
ety  
に
招
待
さ
れ
、“Fukuzaw
a  Y
ukichi  and
R
eligion”  
を
報
告
。
な
お
同
日
 
 The  European
Society for A
sian Philosophy 
の
 an
 advisory
editor 
に
選
任
さ
れ
る
一
九
九
三
年
九
月
二
十
九
日
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
公
開
講
演
「
福
沢
諭
吉
と
宗
教
」
を
行
う
。
一
九
九
四
年
三
月
三
十
一
日
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
長
退
任
、
引
き
続
き
同
学
会
常
任
理
事
The Fourth International Conference for U
tili-
tarian Studies 
の
開
催
に
当
た
り
運
営
委
員
と
し
て
準
備
と
共
に
八
月
二
十
八
日
に
報
告
 
“O
gyu
Sorai, J.S. M
Ill, and N
ishi A
m
ane” 
を
発
表
し
、
且
つ
司
会
を
担
当
す
る
一
九
九
四
年
十
月
日
本
倫
理
学
会
評
議
員
退
任
一
九
九
三
年
六
月
二
十
四
日
—
七
月
一
日
一
九
九
三
年
八
月
二
十
七
日
—
二
十
八
日
一
九
九
五
年
二
月
二
十
四
日
K
arl W
alkenhorst 
上
智
大
学
名
誉
教
授
指
導
下
の
エ
レ
ミ
ヤ
書
研
究
会
に
お
い
て
エ
レ
ミ
ヤ
書
五
十
二
章
ま
で
を
読
了
す
。
研
究
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
引
き
続
き
第
一
章
よ
り
マ
ソ
ラ
本
文（
ヘ
ブ
ル
語
）、
タ
ル
グ
ム（
ア
ラ
ム
語
）、
セ
プ
チ
ュ
ア
ギ
ン
タ（
ギ
リ
シ
ャ
語
）、
ペ
シ
ッ
タ（
シ
リ
ア
語
）の
文
献
比
較
を
中
心
と
し
た
低
等
批
評
を
改
め
て
行
う
こ
と
を
定
め
る
国
際
交
流
基
金
と
中
国
国
家
教
育
委
員
会
の
招
請
に
よ
り
北
京
日
本
学
研
究
中
心
に
て
派
遣
専
家
（
客
員
教
授
）と
し
て
近
代
日
本
思
想
史
の
講
義
と
思
想
史
演
習
講
座
、
半
期
の
研
修
生
コ
ー
ス
思
想
史
概
論
を
担
当
四
月
十
四
日
中
国
中
日
関
係
史
学
会
及
び
北
京
中
日
関
係
史
学
会
の
招
待
講
演
会
で
「
内
村
鑑
三
研
究
〈
聖
書
〉
対
日
本
的
影
響
」
を
講
演
一
九
九
五
年
五
月
十
八
日
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
に
て
「
内
村
鑑
三
と
非
戦
論
」
を
講
演
一
九
九
五
年
六
月
一
日
北
京
日
本
学
研
究
中
心
に
て
「
福
沢
諭
吉
の
女
性
論
」
を
講
演
一
九
九
五
年
七
月
七
日
天
津
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
に
て
「
福
沢
諭
吉
の
女
性
論
」
を
講
演
一
九
九
五
年
八
月
六
日
日
本
基
督
教
団
中
渋
谷
教
会
に
て
「
中
国
事
情
—
—
一
九
九
五
年
」
を
講
演
一
九
九
六
年
一
月
二
十
七
日
比
較
思
想
学
会
例
会
に
て
「
私
の
接
し
た
中
国
と
中
国
日
本
学
の
動
向
」
を
講
演
一
九
九
六
年
六
月
八
日
比
較
思
想
学
会
岡
山
大
学
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ー
ム
「
大
西
祝
」
発
題
一
九
九
七
年
三
月
三
十
一
日
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社
会
科
学
科
及
び
比
較
文
化
科
特
任
教
授
退
任
一
九
九
五
年
三
月
三
日
—
七
月
十
五
日
一
九
九
四
年
八
月
二
十
七
—
二
十
九
日
小 泉 仰 教 授 年 譜
16
他
大
学
出
講
日
本
大
学
、
静
岡
大
学
、
東
京
大
学
、
東
洋
大
学
、
茨
城
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
東
電
学
園
大
学
部
小
泉
仰
教
授
業
績
一
覧
単
著:
一
、
一
九
六
四
年
五
月
十
九
日
『
ミ
ル
』
牧
書
店
頁+
一
五
七
頁
。
二
、
一
九
七
○
年
十
一
月
二
十
日
『
道
徳
教
育
の
哲
学
』
東
京
堂
出
版
、
二
六
二
頁
。
三
、
一
九
七
九
年
四
月
『
現
代
に
生
き
る
児
童
・
生
徒
の
価
値
意
識
調
査
1
（
 
）—
—
家
庭
に
関
す
る
調
査
』
慶
応
義
塾
大
学
産
業
研
究
所
社
会
心
理
学
研
究
班
モ
ノ
グ
ラ
フ
N
O
『
組
織
行
動
研
究
』
 
 
・
一
一
、
六
六
頁
。
四
、
一
九
八
四
年
七
月
一
日
『
福
澤
諭
吉
の
徳
育
思
想
の
特
質
』
福
澤
記
念
選
書
三
三
、
慶
応
義
塾
、
三
二
頁
。
五
、
一
九
八
八
年
五
月
十
日
『
ミ
ル
の
世
界
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
三
五
八
頁
。
六
、
一
九
八
九
年
四
月
十
日
『
倫
理
学
』
慶
応
通
信
社
、
一
四
○
頁
。
七
、
一
九
八
九
年
七
月
十
日
『
西
周
と
欧
米
思
想
と
の
出
会
い
』
三
嶺
書
房
、
ま
え
が
き
ｉ—
頁
、
三
八
六
頁
。
八
、
一
九
九
一
年
五
月
二
十
日
『
中
村
敬
宇
と
キ
リ
ス
ト
教
』
北
樹
出
版
、
一
三
三
頁
。
九
、
一
九
九
二
年
五
月
二
十
二
日
『
学
ぶ
こ
と
・
読
書
・
人
と
の
出
会
い
』  IC
U
Freshm
an Retreat Speech Series, p.17.
報
告
文
書（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
提
出
）:
一
、
一
九
七
七
年
十
月
N
H
K
単
著
『
道
徳
番
組
改
善（
 
 
 
）の
た
め
の
児
童
生
徒
の
価
値
意
識
調
査—
—
中
間
報
告
』   
慶
大
倫
理
学
・
社
会
心
理
学
教
室
、
一—
五
六
頁
。
二
、
一
九
七
八
年
一
月
N
H
K
単
著
『
道
徳
番
組
改
善（
 
 
 
）の
た
め
の
児
童
生
徒
の
価
値
意
識
調
査—
—
続
中
間
報
告
』
慶
大
価
値
意
識
調
査
会
、
一—
九
八
頁
。
三
、
一
九
七
九
年
二
月
N
H
K
単
著
『
道
徳
番
組
改
善（
 
 
 
）の
た
め
の
児
童
生
徒
の
価
値
意
識
調
査—
—
最
終
報
告
』
慶
大
価
値
意
識
調
査
会
、
一—
一
三
六
頁
。
編
著
、
共
著
、
分
担
執
筆:
一
、
一
九
六
三
年
九
月
分
担
執
筆
「
科
学
時
代
の
道
徳
」『
科
学
時
代
の
道
徳
』
講
座
 :
科
学
時
代
の
哲
学
Ⅱ
、 
一
二
七—
一
四
七
頁
。
二
、
一
九
六
三
年
十
月
共
編
著
『
倫
理
と
社
会
の
間
』
牧
書
店
、
六
五
九
頁+
索
引
二
二
頁
。
三
、
一
九
六
七
年
六
月
分
担
執
筆
「
正
義
・
勇
気
」『
小
学
校
道
徳
価
値
研
究
』
明
治
図
書
、
九—
二
九
頁
。
四
、
一
九
六
七
年
九
月
分
担
執
筆
「
公
平
・
公
正
」『
小
学
校
道
徳
価
値
研
究
』
明
治
図
書
、
九—
二
八
頁
。
五
、
一
九
六
八
年
三
月
分
担
執
筆
「
十
九
世
紀
価
値
論
へ
の
挑
戦—
—
G
E
 
・
 
・ 
ム
ー
ア
の
価
値
論
」『
価
値
』
岩
波
哲
学
講
座
九
、
一
八
三—
二
一
○
頁
。
六
、
一
九
六
九
年
一
月
分
担
執
筆
「
道
徳
と
欲
望
の
問
題
」『
教
育
学
全
集
一
五
』
小
学
館
、
九
七—
一
一
五
頁
。
七
、
一
九
七
一
年
分
担
執
筆
「
倫
理
学
」『
毎
日
年
鑑
』
八
、
一
九
七
二
年
九
月
共
著
『
現
代
道
徳
の
論
理
』
東
洋
館
、
五
三—
一
二
九
頁
。
九
、
一
九
七
二
年
十
一
月
共
著
『
道
徳
と
教
育
』
東
洋
館
、
七
九—
一
○
九
頁
。
一
○
、
一
九
七
四
年
二
月
分
担
執
筆
「
ロ
ッ
ク
の
教
育
思
想
」『
教
育
思
想
』
学
文
社
一
一
、
一
九
七
四
年
十
二
月
共
著
『
悪
と
死—
—
倫
理
の
課
題
』
二
玄
社
、
八
六—
一
八
四
頁
、
五
四—
一
一
四
頁
。
一
二
、
一
九
七
五
年
五
月
共
著
『
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
』
大
蔵
出
版
、
一
vi
vii
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三—
四
○
頁
、
五
四—
一
一
四
頁
。
一
三
、
一
九
七
五
年
十
月
分
担
執
筆
「
規
範
的
デ
イ
ス
コ
ー
ス
の
論
理
」
碧
海
純
一
編
『
法
学
に
お
け
る
理
論
と
実
践
』
学
陽
書
房
、
一
○
四—
一
三
四
頁
。
一
四
、
一
九
七
七
年
一
月
分
担
執
筆
「
敬
天
よ
り
敬
天
愛
人
へ
」「
明
六
社
」
『
日
本
思
想
史
講
座
近
代
の
思
想
三
』
雄
山
閣
、
三—
二
五
頁
、
四
五—
五
六
頁
。
一
五
、
一
九
七
七
年
三
月
分
担
執
筆
「
ヘ
ブ
ル
思
想
の
特
質—
—
残
り
の
者
の
思
想
と
そ
の
発
展
」『
東
西
思
惟
形
態
の
比
較
研
究
』 
東
京
書
籍
、
三
八
二—
四
○
三
頁
。
一
六
、
一
九
七
七
年
七
月
分
担
執
筆
「
ユ
ダ
ヤ
哲
学
」『
西
洋
哲
学
史
の
基
礎
』 
有
斐
閣
一
七
、
一
九
七
七
年
十
月
分
担
執
筆
「
近
代
日
本
の
良
心
論—
—
西
周
と
大
西
祝
の
場
合
」
日
本
倫
理
学
会
編
『
良
心
』
以
文
社
 
、  
九
九—
一
一
八
頁
。
一
八
、
一
九
七
九
年
四
月
共
著
『
転
換
期
の
倫
理
』
北
樹
出
版
、
一
七
一—
二
○
四
頁
。
一
九
、
一
九
七
九
年
月
共
編
著
『
比
較
思
想
の
す
す
め
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
一
一—
二
三
六
頁
。
二
○
、
一
九
八
○
年
二
月
分
担
執
筆
「
現
代
こ
ど
も
の
価
値
意
識
」『
幼
少
年
期
と
テ
レ
ビ
』
放
送
文
化
基
金
刊
、
六
三—
七
九
頁
。
二
一
、
一
九
八
○
年
十
月
分
担
執
筆
「
子
ど
も
た
ち
の
価
値
意
識
は
」『
道
徳
指
導
と
放
送
』
日
本
放
本
放
送
教
育
協
会
編
、
三
○—
四
○
頁
。
二
二
、
一
九
八
一
年
二
月
分
担
執
筆
「
橋
本
孝
」「
宮
崎
友
愛
」『
山
田
孝
雄
編:
近
代
日
本
の
倫
理
思
想
』
大
明
堂
二
三
、
一
九
八
一
年
七
月
分
担
執
筆
「
解
説:
福
翁
百
話
、
百
余
話
」『
福
澤
諭
吉
選
集
一
一
巻
』
岩
波
書
店
、
三
○
六—
三
三
二
頁
。
二
三
、
一
九
八
一
年
十
一
月
分
担
執
筆
「
大
西
祝—
—
良
心
論
の
独
自
性
」
『
近
代
日
本
と
早
稲
田
の
思
想
群
像
』
早
大
百
年
記
念
出
版
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一
三
八—
一
六
二
頁
。
二
四
、
一
九
八
二
年
九
月
共
編
著
『
近
代
日
本
哲
学
思
想
家
辞
典
』
中
村
元
・
武
田
清
子
監
修
、
東
京
書
籍
、
七
七
六
頁
。
二
五
、
一
九
八
二
月
六
月
分
担
執
筆
「
福
沢
諭
吉—
—
『
百
話
』
に
お
け
る
仏
教
へ
の
接
近
」『
近
代
日
本
の
思
想
と
仏
教
』
東
京
書
籍
、
二
三
四—
二
四
九
頁
。
二
六
、
一
九
八
二
年
二
月
分
担
執
筆
「
欧
米
思
想
と
の
出
会
い
を
通
し
た
西
周
の
思
想
形
成—
—
人
間
性
論
を
中
心
と
し
て
」
新
田
大
作
編
『
中
国
思
想
研
究
論
集
』
雄
山
閣
、
九
八—
一
四
三
頁
。
二
七
、
一
九
八
二
年
六
月
共
著
『
人
間
と
宗
教—
—
近
代
日
本
人
の
宗
教
』
比
較
思
想
史
研
究
会
編
東
洋
文
化
出
版
（
一
一
、
共
著
『
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
』
の
復
刊
）
二
八
、
一
九
八
四
年
十
一
月
編
著
『
子
供
た
ち
か
ら
見
た
世
界—
—
家
庭
、
自
己
、
友
人
、
学
校
』
勁
草
書
房
、
ま
え
が
き
・
目
次
一
○
頁+
本
文
五
九
九
頁
。
二
九
、
一
九
八
七
年
九
月
十
五
日
分
担
執
筆
「
解
説
」『
村
井
実
著
作
集
第
四
集
』
小
学
館
、
三
六
九—
三
八
○
頁
。
三
○
、
一
九
八
九
年
分
担
執
筆
「
生
命
観
の
変
革
を
求
め
て
」『
新
し
い
生
命
倫
理
を
求
め
て
』
北
樹
出
版
、
一
○
三—
一
四
五
頁
。
三
一
、
一
九
九
○
年
十
月
分
担
執
筆
「
二
つ
の
比
較
文
明
論—
—
『
文
明
論
之
概
略
』
と
『
東
西
文
明
之
調
和
』」『
大
隈
重
信:  
東
西
文
明
之
調
和
を
読
む
』
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
五
○
周
年
記
念
、
フ
マ
ニ
タ
ス
選
書
、
北
樹
出
版
、 
二
六—
四
六
頁
。
三
二
、
一
九
九
○
年
十
一
月
分
担
執
筆
「
ミ
ル:
市
民
的
自
由
の
成
熟
」『
命
題
コ
レ
ク
シ
ョ
ン:
哲
学
』
筑
摩
書
房
、
一
四
八—
一
五
一
頁
。
小泉仰教授業績一覧
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三
三
、
一
九
九
一
年
二
月
共
編
著
杉
原
四
郎
、
小
泉
仰
、
山
下
重
一
共
編
J
S
『
 
・
 
・
ミ
ル
研
究
』
 
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
研
究
叢
書
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
三—
二
二
一
頁
。
三
四
、
一
九
九
二
年
三
月
分
担
執
筆
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
西
洋
文
明
導
入
選
択
の
論
理
」
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
思
想
と
近
代
日
本
』
北
樹
出
版
九
○—
一
二
四
頁
、
あ
と
が
き
一
六
二—
一
六
六
頁
。
三
五
、
一
九
九
四
年
十
月
分
担
執
筆
「
西
周
」「
中
村
敬
宇
」「
西
村
茂
樹
」
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
朝
日
新
聞
社
翻
訳:
一
、
一
九
五
六
年
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
教
授
講
演:
民
主
教
育
に
お
け
る
I
D
E
倫
理
と
公
民
』
 
 
 
教
育
資
料
第
一
集
、  
一—
二
○
頁
。
二
、
一
九
五
六
年
一
月
H
「
 
・
ウ
イ
ル
ソ
ン:
教
育
と
国
民
文
化
」『
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
』
ア
メ
リ
カ
大
使
館
第
二
巻
一
号
、
九
九—
一
○
五
頁
。
三
、
一
九
五
九
年
H
A
 
・
 
・
プ
リ
ッ
チ
ャ
ー
ド
「
道
徳
哲
学
は
誤
り
に
基
づ
い
て
い
る
か
」
二
二
三—
二
四
七
頁
。
「
義
務
と
利
益
」
三
六
一—
三
九
四
頁
。『
現
代
英
米
の
倫
理
学
』
福
村
書
店
四
、
一
九
五
九
年
W
 
・
ケ
ン
ト
「
科
学
的
命
名
法
」『
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
』 
ア
メ
リ
カ
大
使
館
五
、
一
九
六
九
年
J
D
共
訳
 
・
 
・
ダ
ッ
ト
ン
『
論
理
学
演
習
』
世
界
書
院
、
六
二—
一
三
九
頁
、
二
一
○—
二
五
○
頁
。
六
、
一
九
七
四
年
V
R
共
訳
 
・
 
・
ポ
ッ
タ
ー
『
バ
イ
オ
エ
ッ
シ
ク
ス
』 
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
一—
七
七
頁
、
二
二
四—
二
七
二
頁
。
七
、
一
九
七
五
年
I
共
訳 
 
・
イ
プ
ス
タ
イ
ン
『
ユ
ダ
ヤ
思
想
の
発
展
と
系
譜
』
紀
ノ
国
屋
書
店
一
一—
一
五
二
頁
。
八
、
一
九
七
七
年
M
共
訳 
 
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
『
価
値
の
転
倒
下
』
白
水
社
九
、
一
九
七
七
年
B
A
 
・
 
・
ジ
ャ
ナ
ッ
シ
ュ
「
ジ
ョ
ン
・
デ
ユ
ー
イ
の
幻
の
形
而
上
学
」
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
紀
要
一
○
、
一
九
八
一
年
V
R
監
訳
 
・
 
・
ヘ
ア
『
倫
理
と
現
代
社
会
』
御
茶
の
水
書
房
一
一
、
一
九
八
二
年
共
訳
Ｒ
・
Ｍ
・
ヘ
ア
『
道
徳
の
言
語
』
勁
草
書
房
序
文
ｉ—
頁
、
本
文
三—
一
四
六
頁
、
索
引
ｉ—
頁
。
一
二
、
一
九
八
四
年
K
分
担
訳
 
 
・
エ
ー
リ
ガ
ー
「
ゼ
カ
リ
ヤ
書
」『
十
A
T
D
二
預
言
書
』
 
 
 
聖
書
註
解
書
刊
行
会
二
一
、
九—
三
九
六
頁
。
一
三
、
一
九
九
四
年
十
一
月
J
監
訳
 
・ 
ガ
ウ
ア
ン
ロ
ッ
ク
『
公
開
討
議
と
社
会
的
知
性—
—
ミ
ル
と
デ
ユ
ー
イ
』
御
茶
の
水
書
房
、
ま
え
が
き
ｉ—
頁
、
本
文
一
三
二
頁
、
監
訳
者
の
あ
と
が
き
一
三
三—
一
四
○
頁
。
論
文:
一
、
一
九
五
四
年
「
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
愛
に
つ
い
て
」 『
哲
学
三
○
』
三
田
哲
学
会
、
一
○
三—
一
二
六
頁
。
二
、
一
九
五
五
年
「
直
観
論
的
価
値
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
哲
学
三
一
』
三
田
哲
学
会
、
一
一
五—
一
四
二
頁
。
三
、
一
九
五
六
年
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
倫
理
学
の
立
脚
点
」
植
田
清
次
編
『
論
理
実
証
主
義
』
早
稲
田
大
学
出
版
、
一
六
三—
一
九
一
頁
。
四
、
一
九
五
六
年
五
月
「
三
つ
の
価
値
論
」『
言
語
・
意
味
・
論
理
』
早
稲
田
大
学
出
版
、
二
九
九—
三
二
九
頁
。
五
、
一
九
五
七
年
R
「
 
・
ヘ
ア
の
実
践
的
三
段
論
法
」
植
田
清
次
編
『
分
析
哲
学
の
諸
問
題
』
早
稲
田
大
学
出
版
vii
vi
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一—
一
八
頁
。
五
、
一
九
五
八
年
「
価
値
判
断
の
分
析
」
植
田
清
次
編
『
科
学
哲
学
へ
の
道
』
早
稲
田
大
学
出
版
、
三
六
二—
三
八
七
頁
。
六
、
一
九
五
八
年
「
価
値
の
測
量
」
植
田
清
次
編
『
現
代
哲
学
の
基
礎
』
早
稲
田
大
学
出
版
、  
一
九
四—
二
一
五   
頁
。
七
、
一
九
五
八
年
「
行
為
に
つ
い
て
」『
哲
学
三
五
』
三
田
哲
学
会
、
二
四
七—
二
六
七
頁
。
八
、
一
九
六
二
年
「
現
代
ア
メ
リ
カ
倫
理
学
」『
哲
学
四
二
』
三
田
哲
学
会
、
四
五—
七
二
頁
。
九
、
一
九
六
四
年
「
権
威
主
義
の
克
服
」『
道
徳
教
育
四
二
』
明
治
図
書
、
一
三—
二
○
頁
。
一
○
、
一
九
六
四
年
十
二
月
「
福
沢
諭
吉
の
道
徳
教
育
思
想
一
」『
道
徳
教
育
四
四
』
明
治
図
書
、
一
一
二—
一
一
九
頁
。
一
一
、
一
九
六
五
年
一
月
「
福
沢
諭
吉
の
道
徳
教
育
思
想
二
」『
道
徳
教
育
四
五
』
明
治
図
書
、
一
一
二—
一
一
九
頁
。
一
二
、
一
九
六
五
月
二
月
「
福
沢
諭
吉
の
道
徳
教
育
思
想
三
」『
道
徳
教
育
四
六
』
明
治
図
書
、
一
一
二—
一
一
九
頁
。
一
三
、
一
九
六
五
年
「
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
道
徳
と
快
楽
主
義
的
背
理
」『
哲
学
四
六
』
三
田
哲
学
会
、
二
○
一—
二
一
五
頁
。
一
四
、
一
九
六
五
年
「
科
学
的
思
想
と
道
徳
」『
教
育
の
時
代
四
月
号
』
東
洋
館
、
四—
一
五
頁
。
一
五
、
一
九
六
五
年
十
月
「
明
治
初
期
の
倫
理
思
想
研
究
の
た
め
の
序
1
論—
—
西
周
の
場
合
（
 
）」『
慶
大
商
学
部
日
吉
論
文
集
二
』
一—
二
三
頁
。
一
六
、
一
九
六
六
年
二
月
「
明
治
初
期
の
倫
理
思
想
研
究
の
た
め
の
序
2
論—
—
西
周
の
場
合
（
 
）」『
慶
大
商
学
部
日
吉
論
文
集
三
』
一—
二
二
頁
。
一
七
、
一
九
六
六
年
九
月
「
近
代
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
発
展
」
『
道
徳
教
育
六
九
』
明
治
図
書
、
五—
一
三
頁
。
一
八
、
一
九
六
六
年
十
月
「
明
治
初
期
の
倫
理
思
想
研
究
の
た
め
の
序
3
論—
—
西
周
の
場
合
（
 
）」『
慶
大
商
学
部
論
文
集
四
』  
一—
二
六
頁
。
一
九
、
一
九
六
七
年
三
月
「
西
周
の
「
行
門
の
論
理
」
と
そ
の
適
用
」『
哲
学
五
○
』
三
田
哲
学
会
、
一—
二
一
頁
。
二
○
、
一
九
六
七
年
十
一
月
「
現
代
の
生
活
と
道
徳
意
識
」『
道
徳
教
育
八
三
』
明
治
図
書
、
五—
一
二
頁
。
二
一
、
一
九
六
八
年
八
月
「
物
、
金
銭
に
対
す
る
日
本
と
西
洋
の
価
値
観
の
違
い
」『
道
徳
教
育
九
二
』
明
治
図
書
、
三
二—
三
九
頁
。
二
二
、
一
九
六
九
年
一
月
「
人
間
観
の
史
的
変
遷
」『
道
徳
教
育
九
七
』
明
治
図
書
、
五—
一
二
頁
。
二
三
、
一
九
六
九
年
四
月
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O
gyu Sorai and J.S. M
ill,’ Bulletin of Sanko
Research Institute
,
 pp.8 –30.
二
四
、
一
九
六
九
年
「
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
自
然
主
義
者
か
」『
デ
ユ
ー
イ
学
会
紀
要
第
一
○
号
』
六
○—
六
六
頁
。
二
五
、
一
九
六
九
年
十
一
月
「
西
周
に
よ
る
統
一
科
学
の
試
み
」『
哲
学
五
四
』
三
田
哲
学
会
、
八
一—
一
一
五
頁
。
二
六
、
一
九
七
○
年
一
月
「
現
代
社
会
と
価
値
の
結
節
」『
道
徳
教
育
九
七
』
明
治
図
書
、
五—
一
二
頁
。
二
七
、
一
九
七
○
年
三
月
「『
百
一
新
論
』
に
お
け
る
西
周
の
人
間
性
論
と
荻
生
徂
徠
」『
哲
学
五
五
』
三
田
哲
学
会
、
六
七—
九
六
頁
。
二
八
、
一
九
七
○
年
「
西
周
の
『
生
性
発
蘊
』
と
コ
ン
ト
の
人
間
性
論
」
『
哲
学
五
六
』
三
田
哲
学
会
、
一—
二
○
頁
。
二
九
、
一
九
七
一
年
一
月
「
西
洋
思
想
へ
の
共
鳴—
—
西
周
の
場
合
」『
創
文
九
二
』
創
文
社
、
二—
六
頁
。
三
○
、
一
九
七
一
年
九
月
「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
と
現
代
倫
理
学—
—
C
. I.
小泉仰教授業績一覧
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四
一
、
一
九
七
七
年
二
月
「
明
六
社
の
人
々
の
宗
教
論
」 『
泉
』 
文
化
総
合
出
版
、
二
六—
二
八
.
四
二
、
一
九
七
八
年
十
二
月
「
研
究
ノ
ー
ト :  
エ
レ
ミ
ヤ
書
に
お
け
る
「
パ
ニ
ー
ム
」
の
用
法—
—
マ
ソ
ラ
本
文
、
ペ
シ
ー
タ
、
セ
プ
チ
ュ
ア
ギ
ン
タ
の
比
較
を
通
し
て
」『
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号
』
一
四
七—
一
七
四
頁
。
四
三
、
一
九
八
○
年
「
エ
レ
ミ
ヤ
と
内
村
鑑
三
」『
社
会
科
学
討
究
七
四
』
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一—
二
七
頁
。
四
四
、
一
九
八
二
年
一
月
「
福
沢
諭
吉
と
仏
教—
—
『
福
翁
百
話
』
を
中
心
と  
し
て
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
九
』
福
沢
諭
吉
協
会
、四
六—
六
一
頁
。
四
五
、
一
九
八
四
年
四
月
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
徳
育
思
想
の
特
質
」『
三
田
評
論
八
四
六
』
三
四—
四
三
頁
。
四
六
、
一
九
八
五
年
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
抵
抗
精
神
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」『
丁
丑
公
論
、
瘠
我
慢
の
説
、
旧
藩
情
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
三
三—
一
四
六
頁
。
四
七
、
一
九
八
五
年
四
月
「
子
ど
も
た
ち
の
精
神
状
況
と
父
母
の
役
割
」
『
塾
』 
慶
応
義
塾
四
八
、
一
九
八
六
年
三
月
「
ミ
ル
『
宗
教
三
論
』
と
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
」
『
近
代
日
本
研
究
二
』
慶
応
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
四
二
三—
四
五
六
頁
。
四
九
、
一
九
八
六
年
十
月
“D
ie Eigenart der Theorie der M
oralerziehung
bei Y
ukichi Fukuzaw
a,” uebers. von M
asako
Ijima, K
ultur und Erziehung
,
 Toyokanshuppan,
pp.119 –141.
五
○
、
一
九
八
八
年
一
月
「『
文
明
論
之
概
略
』
と
現
代
」『
門
』
公
文
研
究
会
五
一
、
一
九
八
八
年
十
二
月
J
S
「
 
・
 
・
ミ
ル
と
福
沢
諭
吉
」
『
福
沢
手
帖
五
九
』
福
沢
諭
吉
協
会
、
一
九—
二
二
頁
。
Lew
is
 
の
場
合
」『
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
紀
要
』
特
別
報
告
、
一
一
八—
一
二
四
頁
。
三
一
、
一
九
七
一
年
十
二
月
「
西
周
訳
『
奚
般
氏
心
理
学
』
と
西
の
人
間
性
論
」
『
哲
学
五
八
』
三
田
哲
学
会
、
一
七
一—
一
九
二
頁
。
三
二
、
一
九
七
二
年
八
月
「『
知
説
』
に
お
け
る
西
周
の
人
間
性
論
」『
哲
学
五
九
』
三
田
哲
学
会
、
二
五—
五
三
頁
。
三
三
、
一
九
七
二
年
十
月
「
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
と
現
代
倫
理
学—
—
C
I
 
・
 
・
ル
イ
ス
の
場
合
」『
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
紀
要
』 
一
一
八—
一
二
五
頁
。
三
四
、
一
九
七
二
年
十
二
月
「
沢
田
允
茂
氏
「
ミ
ク
ロ
倫
理
学
と
マ
ク
ロ
倫
理
学
」 
に
対
す
る
反
論
」『
哲
学
六
○
』
三
田
哲
学
会
、 
一
三—
三
五
頁
。
三
五
、
一
九
七
三
年
「
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観—
—
付
文
献
」『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
第
四
、
第
五
号
』
三
六
、
一
九
七
三
年
五
月
「
ヘ
ブ
ラ
イ
的
思
惟—
—
第
一
期
活
動
期
に
お
け
る
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
の
召
命
、
幻
、
罪
観
を
め
ぐ
っ
て
」『
比
較
思
想
第
五
号
』
大
正
大
学
、
四
二—
五
七
頁
。
三
七
、
一
九
七
三
年
「
小
学
校:
内
容
研
究:
な
ぜ
私
た
ち
は
尊
敬
す
る
の
か
」『
道
徳
教
育
一
五
四
』
明
治
図
書
、
一
○
八—
一
一
三
頁
。
三
八
、
一
九
七
四
年
十
月
「
マ
ソ
ラ
・
テ
キ
ス
ト
と
ペ
ッ
シ
ー
タ
の
比
較
研
究—
—
エ
レ
ミ
ヤ
十
章
を
め
ぐ
っ
て
」『
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
六
』
五
七—
七
七
頁
。
三
九
、
一
九
七
五
年
九
月
「
デ
ユ
ー
イ
の
道
徳
論
に
つ
い
て
」
『
日
本
デ
ユ
ー
イ
学
会
紀
要
一
六
』
一
一
三—
一
一
七
頁
。
四
○
、
一
九
七
六
.
年
十
二
月
「
現
代
功
利
主
義
論
争—
—
規
則
功
利
主
義
と
行
為
功
利
主
義
」『
理
想
五
二
三
』
理
想
社
、
七
七—
九
一
頁
。
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五
二
、
一
九
八
九
年
五
月
「
二
十
世
紀
末
か
ら
見
た
国
際
化
の
問
題
」『
三
色
旗
四
九
四
』
慶
応
義
塾
通
信
教
育
部
、
二—
五
頁
。
五
三
、
一
九
九
○
年
三
月
「
聖
書
の
中
の
サ
タ
ル
と
ミ
ュ
ス
テ
リ
オ
ン
」『
比
較
思
想
研
究
第
一
六
号
』
比
較
思
想
学
会
、
一
○
四—
一
○
九
頁
。
五
四
、
一
九
九
○
年
四
月
「
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
」『
三
田
評
論
九
一
三
』
慶
応
義
塾
、
二
六—
三
五
頁
。
五
五
、 
一
九
九
○
年
十
二
月
「
福
沢
諭
吉
の
学
問
論
」『
哲
学
九
一
』
三
田
哲
学
会
、
一
六
三—
一
八
○
頁
。
五
六
、
一
九
九
一
年
六
月
一
日
「
福
沢
諭
吉
と
教
育
勅
語
」『
三
田
教
育
会
会
報
六
』
三
田
教
育
会
五
七
、
一
九
九
一
年
十
二
月
「
福
沢
諭
吉
と
教
育
勅
語
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
一
八
』、
一
六
九—
一
八
二
頁
。
五
八
、
一
九
九
二
年
五
月
一
日
「
英
米
の
経
験
と
経
験
論
」『
思
想
の
動
き
二
五
』
東
方
研
究
会
比
較
思
想
学
会
、
四—
五
頁
。
五
九
、
一
九
九
四
年
三
月
「
福
沢
諭
吉
と
宗
教
」『
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
公
開
講
演
集
第
八
集
』
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
、
九—
二
四
頁
。
六
○
、
一
九
九
四
年
七
月
「
中
村
敬
宇
と
内
村
鑑
三
」『
内
村
鑑
三
研
究
第
三
十
号
』
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
、
四
五—
七
一
頁
。
六
一
、
一
九
九
四
年
十
二
月
五
八
よ
り
の
転
載
論
文
「
福
沢
諭
吉
と
宗
教
」
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
二
一
』
二
二
七—
二
四
○
頁
。
六
二
、
一
九
九
五
年
三
月
‘O
gyu Sorai, John Stuart M
ill, and N
ishi
A
m
ane,’ Asian C
ultural Studies 21
,
 Interna-
tional Christian U
niversity, pp.21 –31.
六
三
、
一
九
九
六
年
四
月
「
私
の
接
し
た
中
国
の
日
本
学
」『
三
田
評
論
』   
第
九
七
九
号
、
一
八—
二
三
頁
。
外
国
学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文
一
、
一
九
八
四
年
分
担
執
筆:
‘N
ishi A
m
ane,’ D
enis H
uism
an
ed., D
ictionaire des Philosophes
,
 Presse
U
niversitaires France, pp.1940
–1942.
二
、
一
九
八
九
年
十
月
‘The A
ttitudes of Japanese Children and the
Effects of Parental B
ehaviour,’ Journal of
M
oral Education
,
 V
olum
e 18, N
um
ber 3, N
a-
tional Foundation for Educational Research,
N
elson, Slough, W
indsor, England, pp.218 –
231.
三
、
一
九
九
四
年
十
二
月
‘Fukuzaw
a Y
ukichi and Religion,’ Asian Phi-
losophy
,
 
 V
ol.4,  N
o.2.,  U
niversity  of  N
ot-
tingham
, England, pp.109 –117.
四
、
一
九
九
五
年
六
月
「
内
村
鑑
三
研
究
〈
聖
書
〉
対
日
本
的
影
響
」『
中
日
関
係
史
研
究
一
九
九
五
年
第
二
期
総
三
九
期
』
（
中
国
語
訳
） 
中
国
中
日
関
係
史
学
会
・
北
京
中
日
関
係
史
学
会
共
編 
、
七
四—
八
二
頁
。
五
、
一
九
九
七
年
C
hap.2. “Fukuzaw
a Y
ukichi and Religion,”
pp.23 –36; Chap.37. “M
orals and Society in
Japanese  Philosophy,  “pp.88 –105,
 
 Brian
Carr &
 Indira M
ahalingham
 edit
.
,
 Encyclope-
dia of Asian Philosophy
,
 K
egan Paul, London
(in Press).
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